



























 復興支援活動対象災害 活動期間 回数
1 東日本大震災 2011 年～ 23回
2 山口県・島根県豪雨災害 2013 年～ 10回
3 南陽市豪雨災害 2013 年～ 1 回
4 丹波市豪雨災害 2014 年 4 回
5 福知山市豪雨災害 2014 年 2 回
6 広島市土砂災害 2014 年～ 8 回











 支援活動名 活動期間 回数
1 チャリティＴシャツ大作戦 2） 2011 年～ 4 回
2 シリコンバンド大作戦 3） 2013 年～ 8 回
3 暖かい靴下を送ろう計画 4） 2013 年～ 2 回
4 カレーライス大作戦 5） 2014 年 1 回
5 ステッカー・缶バッジ募金 6） 2014 年～ 2 回
6 えんぴつ募金 7） 2014 年～ 2 回
7 青い鯉のぼりプロジェクト 8） 2014 年～ 2 回
8 七夕大作戦 9） 2014 年～ 2 回
9 駄菓子大作戦 10） 2014 年 1 回
10 30ｔ project11） 2014 年 1 回
11 ネパール中部地震募金 12） 2015 年 1 回
12 ニコニコ東北大作戦 13） 2015 年 1 回
13 豪雨災害タオル大作戦 14） 2015 年 1 回
14 東日本豪雨災害募金 15） 2015 年 2 回
表 ２　寄付支援方式の活動例
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８ ）被災地支援活動をおこなう NPO との共同企画。新見
市民や本学学生が東北の復興祈願のメッセージを書い
た青い鯉のぼりを，子どもの日に被災地の大空に掲げ，
震災で亡くなった子どもを弔うと同時に，全国の子ど
もたちの未来が平和であることを祈念した企画。
９ ）東北被災地と本学所在地の新見市で，市民に復興祈
願や各々の願い事を書いてもらった短冊を，七夕に両
方の地で飾って互いの交流を図った企画。
10）東北被災地において駄菓子屋模擬店を開催し，被災
地の子どもたちとの交流を図った企画。
11）福島第一原発事故の影響を受けた町の幼稚園に，全
国から寄付で集まった飲料水を届けているボランティ
ア団体を援助協力した企画。この活動の模様がプロ
ミュージシャンのドキュメンタリー DVD にも収録さ
れたため，広く認知されるにいたった。
12）東北被災地でボランティア活動を継続する格闘技チー
ムとの共同でおこなったネパール中部地震募金活動。
13）東北被災地の保育所でのお絵かき教室に合わせ，新
見市民や本学学生から無償提供されたクレヨンとお絵
かき帳を寄付した企画。お絵かき教室の講師を人気漫
画家が担当したため，この活動が全国で広く認知され
た。
14）市民から無償提供された未使用のタオルを，東日本
豪雨災害の被災地の社会福祉協議会に寄付した企画。
15）プロミュージシャンと共同でおこなった東日本豪雨
災害募金活動。
16）例えば，埼玉県川口市。
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